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研究背景・目的  
	 がんの転移を診断するために，手術中にリンパ節を同定・摘出し，病理検査をする必要がある．現在，放

射性同位体ならびに色素をトレーサーとして併用した信頼性の高い手法によって，リンパ節を同定できるが，

被曝や小型医療施設での実施が困難などの問題がある．したがって，近年では，放射性同位体の代替として，

磁気ナノ粒子を用いた新手法の研究開発が進んでいる(1-3)．本研究は，磁気トレーサー粒子と複数のトレーサ

ーを併用した場合において，トレーサーの体内動態の変化やトレーサー同士の相互干渉の影響がないこと，

ならびに併用法によってリンパ節の同定が可能であることを，マウス動物実験によって原理実証する． 

実験方法  
	 単独法として，磁気トレーサー（Resovist®：磁気ナノ粒子，粒径約 60 nm）をマウスの後肢に 5 µL投与し，
SQUID磁化測定装置（MPMS-5S, Quantum Design Inc.）を用いた磁気計測によって，摘出したリンパ節内に
蓄積される鉄量を評価した．併用法においては，磁気トレーサーの投与に加えて， ICG（indocyanine green，
近赤外線の蛍光色素）を 5 µL投与し，リンパ節内の鉄量ならびにリンパ節からの蛍光強度を評価した． 

実験結果・結論  
	 Fig. 1は，摘出リンパ節の磁気モーメント測定結果である．磁化特性は超常磁性を示しており，生体組織か
らの反磁性成分の寄与は無視できるほど小さい．Resovist単独法と併用法の実験において，摘出されたリン
パ節の磁気モーメント（3000 [Oe]における）の値を Fig. 2に示す．Resovist
単独で投与した実験のリンパ節は 6.2×10-5 [emu]，Resovistと ICGを併用投
与した実験のリンパ節は 6.4×10-5 [emu]であり，複数トレーサーを併用した
場合にも，リンパ節へと同等の鉄量が蓄積されることを明らかとした．近

赤外線の蛍光強度の評価からも同様に，ICG単独法・併用法ともに同程度の
強度の蛍光の観測が可能であった．また，光散乱法を用いて液中粒径を計

測した結果，Resovistは約 66.6 nm，Resovistと ICGを混合した溶液は約 66.7 
nmと同等の粒径であったことから，粒径に影響を与えるトレーサー同士の
相互干渉はないと考える．以上より，磁気計測と蛍光観測の両手法の併用

によって，信頼性の高いリンパ節の同定が可能であると結論付ける． 
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Fig. 2. Magnetic moment in the 

excised popliteal lymph nodes. 

 
Fig. 1. Measured magnetic moment. 
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